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名
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読
も
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と
思
っ
て
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た
が
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な
か
な
か
時
間
が
と
れ
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
の
読
書
会
が
ち
ど
，
ど
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
。
ノ
ン
ち
ゃ
ん

の
明
る
い
性
格
や
お
食
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
に
い
ち
ゃ
ん
を
は
じ

め

物
語
に
登
場
す
る
人
た
ち
の
個
性
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て

お
り
、
案
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。

★
物
語
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
東
京
の
片
田
合
の
安
色
が
義
じ

く
ほ
か
し
く
緒
か
れ
て
お
り

映
画
「と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
に
出
て

い
る
特
景
を
思
い
出
し
た
。
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回
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書
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成
二
十
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月
十
八
日
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ヤ
舞
台
は
東
京
で
あ
る
け
れ
ど
、
坂
道
や
池
、
木
立
争
が
あ
り

ど
こ
か
、
音
の
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
。

★
い
じ
め
っ
子
の
長
吉
や
じ
い
さ
ん
が
登
場
し
て
い
る
が
、
全
体

的
に
牧
歌
的
で
の
ん
び
り
と
し
た
物
語
の
中
で
ア
ク
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。

★
「に
い
ち
や
ん
ふ
た
れ
る
の
巻
」
で
、
じ
い
ち
や
ん
が
に
い
ち
ゃ

ん
を
し
か
っ
て
い
る
場
面
が
あ
る
が
、
子
ど
も
を
し
か
る
際
、
自

分
だ
け
の
判
断
で
直
ぐ
に
接
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
子

の
反
応
を
十
分
考
え
た
う
え
で

接
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
あ
ら
た
め
て
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。

十
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な
子
ち
ゃ
ん
の
冒
険
好
き
で
や
ん
ち
ゃ
な
と
こ
ろ
が
と
て

も
よ
く
情
か
れ
て
い
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

キ
に
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や
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た
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の
死
別
の
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が
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な
く
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わ
す
涙
が
出
そ
う
に
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。
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や
ん
ち
ゃ
な
に
い
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の
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方
、
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と
の
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れ
年
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々
な
岐
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に
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が
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読
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が
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十
ほ
ん
の
些
細
な
日
常
の
出
来
事
を
、
自
然
の
描
写
を
交
え
て

感
動
的
に
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に
お
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て
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ど
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の
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に
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を
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０
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。
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この絵本をおすすめの一冊に決めた日rま雨で、絵本のなかの世界とまるでそつくり

な日でした。空は一面灰色で、建物の外にでれば人気はなく、雨の音と、道路を走る

車の音だけが聞こえてきます。その雨も、大粒の雨音ではなく、小雨で静かな静かな

音で、とても落ち着いた気分になりました。

高は激しく降れば時に不安な気持ちにもなりますし、久しぶりの雨となれば、天の

恵みとしてありがたく思われます。この絵本は、そんな雨の厳しい面、優しい面を語

つているのでrよないようです。タイ トルのとおり、「あめがふるとき、ちょうちようは

どこへいくのかしら。Jと 語つています。もぐら、みつばち、ことりたちは ・ ・。

ほとんどがひらがなの文章と、限られた色だけで描かれた絵、効果的に使われる色。

ベージを開いて眺めていると、語り手と一緒に静かな静かな雨の風景のなかに引き込

まれていき、自分の時間すらゆったり流れていくような気持ちになります。そしてそ

の時間を楽しんだほど、おわりに姿をみせるちょうちょうの姿が印象的です。

初版発行 1974年 の絵本なので、すでにご存知の方も多いかもしれません。すで

にご存知の方も、そうでない方も、ちょっと疲れたとき、忙しいとき、雨ばかり続い

て気分がなんとなくすつきりしないとき、この絵本を手にとつてみてはいかがでしょ

うか。雨の日、見落としがちな小さな生き物たちに目を向け、想いをはせるやさしい

穏やかな気持ちを感じることができるような気がします。こどもたちは、絵本に登場

する生き物だけでなく、他の生き物たちはどうしているかしら、と思うかもしれませ

メ′。

じつくりと眺め、ゆつくリページをめくりたい一冊です。

(内 山 )


